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先月の振り返り: 8月のドル円相場は141円半ば～147円半ばで推移。米雇用統計後にドル安で反応し

たが、米消費者物価指数の結果を受けて追加利上げの可能性が高まり一転してドル高に。さらに米

小売売上高も市場予想を上回ったことでドル買いが進み146円台半ばとなった。その後は、為替介入

警戒感やジャクソンホール会合を控えて持ち合いの動きが続いたが、パウエル米FRB議長の講演で、

必要なら追加利上げに動く用意がある、との発言をきっかけにドル買いが強まり約9ヵ月ぶりに147

円台に達した。しかし月末の米消費者信頼感指数や米GDP改定値などが市場予想を下回ったことで、

追加利上げ観測が後退し145円台半ばで8月を終えた。
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EXTRA VISION

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　日銀金融政策決定会合

　新築住宅販売件数

今後の展開: 日米金融政策の方向性の違いが円安ドル高のベースとなっているため、

当面の金融政策に変更がない限りは、この流れは続いていきそう。しかし、各国経済

指標発表や要人の発言などを受けて、今後の金融政策をめぐって思惑的な動きがみら

れることを踏まえると、短期的には注意を払いたい。またドル円が150円台に近づく

につれて日銀による為替介入の可能性も高まってくるため、当局の動きにも警戒しつ

つポジションを構築していきたいところだ。

　米ＧＤＰ確定値

　米ＩＳＭ製造業景気指数
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


